
利用促進部会について

１．目的

２．現状・課題

資料７

３．今年度以降の取組

◼ 過度な自動車依存から脱却し、市民の皆様にとって利用しやすい公共交通体
系の構築に向け「公共交通機関を利用してもよいと思う人を増やすこと」
「市民の皆様が、自動車や公共交通機関をバランスよく利用しながら、本市
内外をシームレスに移動できるよう下支えすること」につながるソフト面の
施策に関する検討を本部会で行う。

利用促進

▲本市における公共交通利用者数

◼ 公共交通の利用促進事業として「バス・電車無料の日」や「バス・電車100
円ウィーク」など実施しているが、公共交通の利用者数はコロナ禍から完全
に回復していない。

◼ バス・電鉄電車は令和7年度から、市電は令和8年度から、ICカード読取機器
の更新を控えており、それに伴い現在の決済手段から変更が生じる。

新しい決済手段を活用した利用促進策を講じ、公共交通
の利用者増を狙う。

◼ 令和４年度から実施している「バス・電車無料の日」、令和6年2月に実施し
た「バス・電車100円ウィーク」の検証結果を踏まえ、今後の料金施策につ
いて検討を行う。

◼ 市電における決済手段の方向性について、検討を行う。
◼ その他、公共交通の利用促進に資する取り組みについて、検討を行う。

◇公共交通の利用促進策（まちなかフリーパス）

◇市電の決済手段について

◼ 市電は、全国交通系ICカードの保守期限を令和8年3月に迎える
◼ 全国交通系ICカードの更新費用が高額であることから、バス事業者や県・市

等と利便性・経済性・将来性の観点で、個々の事業者で結論を出すのではな
く、熊本都市圏における公共交通の決済環境統一を目指して検討してきた

◼ その結果、クレジットカードのタッチ決済とくまモンのICカードを主な決済
手段とする新端末・新システムで決済環境を統一することとした

事業費

※全国交通系ICカードの
更新費は約2億（税抜）

◼ 現時点では本方向性が
望ましいと考えている
が、本部会等での議論、
また、今後実施するア
ンケート調査等の結果
から見極めていく。

◼ 公共交通利用者数はについては、回復傾向にあるが、コロナ禍前の水準まで
は回復していない。

◼ 公共交通利用のきっかけづくりの一環として、「バス・電車無料の日」を実
施したところ、その日の利用者数は通常の1.5倍～1.8倍あった。

◼ バス・電鉄電車は令和7年度から、市電は令和8年度から、ICカード読取機器
の更新を控えており、それに伴い現在の決済手段から変更が生じる。

約1.1億（税抜）


	スライド 1

